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今年度は標記調査について、コロナ禍による臨休の影響を受け、例年通りの時期に実施することはでき

ませんでした。本校では学校再開後の７月末に実施いたしました。全国・全道などとの比較はできません

が、子どもたち一人一人の学びの状況について今後の指導に生かしていくべく、本校職員による自校採

点・分析を行っています。 

 

  ＝国語科＝               ＝算数科＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童質問紙の結果から 

○ 「自分には良いところがある」と答えた子の割合が8割以上でした。 

○ 「先生は、あなたのよいところを認めていてくれている」と感じている子の割合が95％以上でした。 

○ 学校の授業時間以外に1時間以上学習している子の割合が６割程度でした。 

 学習塾(家庭教師も含む)で勉強している子の割合が４割程度でした。 

▲ 「朝食を食べないことがある」と回答した児童が、１割弱いました。 

▲ 携帯電話・スマートフォンの使用について、“家の人との約束を守っている”と回答した子が６割ほど、“約束がない”と回答
した子が１割弱いました。 

▲ テレビを見る時間、ゲームをする時間などのルールを家庭で“決めている”が７割、“決めていない”が約３割でした。 

▲ 1日当たりゲームをする時間について、“1時間以上する”が７割強、中でも“4時間以上する”が２割強となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年９月３０日発行 第８号   千歳市立末広小学校 TEL：23-4127 FAX：23-4128 

【学校教育目標】 
〇すすんで やりぬく子  〇えがおで 元気な子 
〇広い心で やさしい子 〇六年間を 自ら学ぶ子 

《令和２年度の重点》 
・自分の良さを活かし、支え合いながら 

力を高める子を育む 
～わたしっていいな！きみってすごい！ 
 

令和２年度全国学力・学習状況調査の結果から 

 
自己有用感の向上が見られます。認め合いによる安心感・信頼感を基盤として、期待に応えたい・自分らしさを遠慮せず表出したい・自

分も仲間も笑顔で過ごしたいという前向きな気持ちで学校生活を送ることで、今後も「わたしっていいな！きみってすごい！」を合言葉
にした学校づくりに努めていきます。 

学習に向かう姿勢の一つとして、家庭学習に関しては、学校としての目安「学年×10＋10 分」をしっかり守っている子が多く大変立
派です。一方で 40％程度の児童ができていないという結果でした。今後も家庭学習が充実するよう働きかけていきます。 

最後に、ICT機器・SNSツールの発達とともに、かつて見られなかった課題が見られるようになりました。特にゲームに費やす時間が
多く、伴って学習時間・手伝いの時間の減少が懸念されます。視力の低下、睡眠の質低下なども心配されます。各家庭において、使い方
や使用時間等についてお子さんとしっかり話し合っていただきたいと考えます。 

書くこと

読むこと

伝統的な言語

文化と国語の

特質に関する

事項

話すこと・聞

くこと

問題形式による正答率 

選択式 11問 ７４％ 

短答式 ２問 ６１％ 

記述式 ２問 １２％ 

 

問題形式による正答率 

選択式 ４問 ７２％ 

短答式 ８問 ７１％ 

記述式 ４問 ５８％ 

 



国語科・算数科で見られた本校の特徴的な問題について 

国語 
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(2)Ｌという単位が「１Ｌ」をもとにするという基本

的な考えを問う問題です。正答率は、約40％でし
た。 

(3)全問題を通して最も正答率が低くなりました。正
答率は、約30％でした。 

「0.01」をもとにすると「0.75」は「75」、
「0.9」は「90」と考えます。ですが、「0.9」を

「9」と誤答した子が多くいました。 

また、問題文の中にある【はなこさんの説明】をも
とにして、数値だけ置き換えると楽に解答文を書くこ

とができました。 

2.51→0.75   0.36→0.9 
251→75    36→90   287→165 

ところが、【はなこさんの説明】をもとにせず、独
自の表現でわかりづらくなったり、誤答してしまった
りした子も少なくありませんでした。 

記
述
式
の
問
題
は
、
例
年
全
国
的

に
正
答
率
が
低
く
な
り
ま
す
。
本
校

も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。 

条
件
の
一
つ
め
、
三
つ
め
は
、
比

較
的
適
切
な
表
現
が
で
き
て
い
ま
し

た
。
対
し
て
、
条
件
の
二
つ
め
「
実

際
に
発
表
を
し
て
い
る
よ
う
な
言
葉

づ
か
い
に
す
る
こ
と
。
」
が
、
で
き

て
い
な
い
子
が
多
く
い
ま
し
た
。 

今
後
は
、
「
①
話
し
言
葉
と
書
き

言
葉
の
違
い
を
意
識
し
た
り
、
②
自

分
の
書
い
た
文
章
を
読
み
返
し
た
と

き
読
み
手
に
伝
わ
る
か
ど
う
か
を
客

観
的
に
判
断
し
た
り
す
る
力
」
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。 正

答
率
は
、
約
２
０
％
で
し
た
。 

条
件
を
３
つ
と
も
満
た

し
て
い
な
い
場
合
、
誤
答

と
な
り
ま
す
。
今
回
の
問

題
で
は
、
条
件
２
を
満
た

し
て
い
な
い
解
答
が
目
立

ち
ま
し
た
。 

取
り
上
げ
て
書
い
た
こ

と
が
わ
か
る
よ
う
な
表
現

に
す
る
こ
と
が
大
変
難
し

か
っ
た
よ
う
で
す
。 

正
答
率
は
、
約
５
％
で

し
た
。 


